
事業区分 ( 6 ― 103 )

＜事業実施実績＞

参加者

一般
(ｽﾀｯﾌ)

劇団員5～13人

  劇団員

10人（委任2
人）

参加者　12人

（7人）

参加者　10人

（9人）

参加者　5人

（6人）

参加者　２人

（7人）

参加者　３人

（4人）

参加者　３人

（5人）

参加者　15人

（6人）

参加者　98人

（31人）

参加者　4人

（5人）

参加者　０人

（5人）

芸術文化観光専門
職大学ラーニング

コモンズ

芸術文化観光専門
職大学ラーニング

コモンズ

江原_101

城崎国際アートセ
ンター　スタジオ

おおやアート村
BIG LABO

浜坂多目的集会施
設

旧浅田邸

村岡中央公民館

高橋地区コミュニ
ティセンター

あさご・ささゆり
ホール

弘道地区コミュニ
ティセンター

竹野地区コミュニ
ティセンター

2026年1月10日
(土)

但馬に演劇を届ける2025　たじたび★但馬ツアー　出石公演

2026年1月17日
(土)

但馬に演劇を届ける2025　たじたび★但馬ツアー　竹野公演

地域づくり活動NPO事業助成事業　実績報告

活動内容

（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅広に記入）

但馬に演劇を届ける2025　たじたび★但馬ツアー　城崎公演

但馬に演劇を届ける2025　たじたび★但馬ツアー　養父公演

2025年7月9日
(水)

2025年7月27日
(日)

劇団員総会

但馬に演劇を届ける2025　たじたび★但馬ツアー　日高公演
2025年6月27日

(日)

代表者名

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場等を併記

劇団員定例会議

(氏名）

  赤間菜穂
団体名

事業名

年月日

定例は「月1回」

「毎〇曜日」等で
記入

毎週日曜日

2025年5月18日
(日)

劇団　但馬旅人生活拠点。

但馬に演劇を届ける2025　たじたび★但馬ツアー

場所

(職名）

共同代表

但馬に演劇を届ける2025　たじたび★但馬ツアー成果公演
原作「ヴェニスの商人」

但馬に演劇を届ける2025　たじたび★但馬ツアー　香美町公演

但馬に演劇を届ける2025　たじたび★但馬ツアー　但東公演

2025年11月16日
(日)

2025年12月14日
(日）

但馬に演劇を届ける2025　たじたび★但馬ツアー　浜坂公演

但馬に演劇を届ける2025　たじたび★但馬ツアー　朝来公演
2025年11月9日

(日)

2025年12月21日
(日)

2025年10月11日
(土)



＜効果と成果＞

＜今後の展望＞

＜収支決算書＞
（収入）

（支出）

小　計

合　計

合　計

直
　
接
　
経
　
費

６３０,５６３

左のうち

１８２,５４５

６５,８９３

１４,６７４

項　　　目 金　額（円)

３５０,０００

地域の理解については、例年に比べて団体の認知度が高まり、広報活動の中で団体の活動をすでに知ってい
る地域住民の方に出会う場面も見られた。実際にリピーターとして足を運んでくださる方もおり、演劇公演
への関心が徐々に広がっていることを実感している。
また、ツアー活動を通して地域の方々と一緒にイベントを行う機会が生まれたほか、「次はこの場所で公演
できたらうれしい」といった声や、会場についての提案を具体的にいただくこともあった。こうしたやり取
りを重ねる中で、活動への理解が地域の中に広がりつつあり、地域の方々とともに場をつくっていく関係が
築かれつつあると考える。本企画を通して、新しい出会いや事業継続による関係性の深化により本公演を起
点として新しい地域の文化的活動の広がりの契機を創出することができたのではないかと考える。

事業を行う中で、特に2点が主な課題として挙げられた。まず来場者数が伸び悩んだ公演があった点である。
広範囲にわたる広報活動を長期間にわたり行うにあたり、大学の授業との兼ね合いから広報計画を十分に実
行できないことがあった。2点目は、QRコード予約は一部の客層にとって利用しづらく、当日来場が多い結果
となった。参加者から「予約はいるのか」「QRコードが難しい」という意見をもらうこともしばしばあっ
た。このことから、来年度はチケット販売方法や広報物への記載方法について見直すことを検討したい。
今後の取り組みとして、次のように考える。広報活動を進める中で、団体単独での活動には限界があること
も実感した。事業を進める中で、市や町の後援を得ることで、ケーブルテレビでの告知や街中へのポスター
掲示などの広報手段を活用できる可能性があるという情報を得ることができた。来年度は後援の取得を目指
し、地域との連携をより一層強化することで、活動の幅を広げていきたいと考えている。加えて、地域の飲
食店・商店との連携により観光的価値を高め、地域還元と体験の充実を目指す。

金　額（円)

８６,８８８

３５０,０００

３５０,０００

地域づくり活動NPO事業助成金

学生創作活動応援事業（前期）等

１８２,５４５

１２１,９７７

１４,６７４

１２７,２８０

４４６,４７６

１８４,０８７

６３０,５６３

項　　　目

会場費

旅費交通費

機材運搬費

その他（舞台費等）

間接経費（一般管理費）

助成対象金額（円）
区分

２８０,５６３


